
 

 

 

 

 

 

■ “ISLAM and INTERNATIONAL SOCIETY” ■ 

国際シンポジウム 「イスラムと国際社会」を開催 

～ 関大で深めるイスラム・アラブ諸国への正しい理解 ～ 

 

関西大学では、9 月 14 日（月）・15 日（火）・16 日（水）の各 13：00 から千里山キャンパスに

て、国際シンポジウム「イスラムと国際社会」を下記のとおり開催します。 

2011 年初頭より大規模な民主化運動「アラブの春」が発生した中東および北アフリカ諸国では、

各国で政治的に不安定な状況が続いている中、2014 年 6 月に Islamic State（IS）の成立が一方的

に宣言されました。このような政治的な動きは日本にも影響を与えており、2015 年の邦人人質の

拘束および殺害といった事態は、日本が IS の標的国に含まれていることを明確にしました。 

こうした状況を踏まえ本学では、日本人に対し少しでも正確なイスラム像を提供し、現在の世界

における日本の立場を明確にするため、アラブと日本の専門家が議論をする場を設定することが大

学の使命であると考え、本シンポジウムを企画しました。当日は、日本国内のみならずアラブ諸国

からも第一線の研究者の方々をお招きし、イスラム・アラブ諸国の現状や問題点、法律や国際政治

などに関する報告やパネルディスカッションを通して、同地域に対する正しい理解を深めていきま

す。 

つきましては、IS 問題だけでなく、女性問題や世界遺産および文化遺産の保護などの様々な観点

から、イスラム・アラブ諸国の現状を知ることができる貴重な機会であると思いますので、ご多忙

のところ恐縮ですが、取材・周知についてご検討いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

記 

1 日   時  9 月 14 日（月）・15 日（火）・16 日（水）  13：00～18：00 

2 場   所  千里山キャンパス 尚文館 1 階 マルチメディア AV 大教室 

〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35 

（阪急電鉄「関大前」駅下車 北出口から徒歩約 15 分） 

3 対   象  企業・研究機関・大学関係者・地域住民・学生など、どなたでも可 

4 参 加 費  無 料（事前申込不要） 

5 内   容  日本国内およびアラブ諸国から招いた研究者による報告やディスカッショ

ンを通して、大規模な民主化運動「アラブの春」の発生以降、IS問題をは

じめとして政治的に不安定な状況が続いているイスラム・アラブ諸国に対

する正しい理解を深めていきます。※詳細は別紙をご参照ください 

以 上 

この件に関するお問い合わせ先 

関西大学 総合企画室 広報課  担当：石田、寺崎 
〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35 Tel.06-6368-1131 Fax.06-6368-1266 
www.kansai-u.ac.jp 
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■国際シンポジウム「イスラムと国際社会」 開催概要 

1 開 催 趣 旨  2011 年初頭より、大規模な民主化運動「アラブの春」が発生した中東および

北アフリカ諸国では、各国で政治的に不安定な状況が続く中、2014 年 6 月に

は Islamic State（IS）の成立が一方的に宣言されました。そして、2015 年

の邦人人質の拘束および殺害といった事態により、日本が IS の標的国に含ま

れていることが明確になりました。そこで、今回のシンポジウムでは、日本

国内やアラブ諸国の研究者からの報告やパネルディスカッションを通して、

法律、女性問題、遺産の保護といった様々な観点からイスラム・アラブ諸国

について正しく理解することを目的としています。 

2 日   時  9 月 14 日（月）、15 日（火）、16 日（水）13：00～18：00 

3 場   所  千里山キャンパス 尚文館 1 階 マルチメディア AV 大教室 

〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35 

（阪急電鉄「関大前」駅下車 北出口から徒歩約 15 分） 

4 対   象  企業・研究機関・大学関係者・地域住民・学生など、どなたでも可 

5 参 加 費  無 料（事前申込不要） 

6 プログラム 

◎第 1 日目：9 月 14 日（月）  

「イスラム戦争法及び国際法から見た Islamic State」 

“Islamic State from the Viewpoints of Islamic Law of War and International Law” 

Ⅰ．開会の辞                葛原 力三 関西大学 法学部長 

Ⅱ．シンポジウム全体の趣旨説明      佐藤 やよひ 関西大学 法学部教授 

Ⅲ．個別報告                           座長 柳原 正治 九州大学 法学研究院教授 

    （1）“In Pursuit of the Islamic State： The Terrorists Paradigm” 

（「Islamic State とは―――テロリストのパラダイム」） 

Ahmed AL-DAWOODY（アフメド・アル-ダウーディ） 

Assistant Professor of Zayed Univ. UAE and Al-Azhar Univ. Egypt 

（2）“Islamic State and the Transformation of Global Jihadism： 

Geostrategic Distribution and the Expected Scenarios” 

（「Islamic State とグローバルなジハーディズムの変容： 

戦略地政学的な分布と予想されるシナリオ」) 

Hamdy A. HASSAN（ハムディ・A・ハッサン） 

Professor of Zayed Univ. UAE and Cairo Univ. Egypt 

Ⅳ．個別報告 

（1）「カリフ制国家と国際法」     沖 祐太郎 九州大学 法学研究院講師 

コメント 

（1）西  平等  関西大学 法学部教授 

（2）今井 宏平  日本学術振興会特別研究員 PD 

（3）吹田  浩  関西大学 文学部教授, 国際文化財・文化研究センター長 

Ⅴ．パネルディスカッション 

Ⅵ．閉会宣言              葛原 力三 関西大学 法学部長 

 



◎第 2 日目：9 月 15 日（火） 
「アラブの春は何をもたらしたか ―――とりわけ女性の地位に現れた変化」 

“What Has the Arab-Spring Brought? 
  ―――Especially on the Change of Women’s Status” 

Ⅰ．開会の辞                          藤田 髙夫 関西大学 文学部長 
Ⅱ．個別報告                           座長  小田 淑子 関西大学 文学部教授 

（1）“Jasmine Revolution and Women’s Status in Tunisia” 
（「チュニジアにおけるジャスミン革命と女性の地位」） 

Tarak ABDALLAH タラク・アブダッラー, Associative Professor at Zayed Univ. 
UAE and Interim Director of the Institute for Islamic world Studies 

（2）“Democratization of Egypt and Women’s Status” 
（「エジプト民主化と女性の地位」） 

Riham BAHI リハム・バヒ, Assistant Professor at Cairo Univ. Egypt 

Ⅲ．個別報告 
（1）「湾岸諸国における『アラブの春』とジェンダー秩序」 

辻上 奈美江 東京大学 特任准教授 
コメント 
（1）髙作 正博  関西大学 法学部教授 
（2）Hamdy A. HASSAN（ハムディ・A・ハッサン） 

Professor of Zayed Univ. UAE and Cairo Univ. Egypt 
（3）市原 靖久  関西大学 法学部教授 

Ⅳ．パネルディスカッション 
Ⅴ．閉会宣言                           藤田 髙夫 関西大学 文学部長 

 
◎第 3 日目：9 月 16 日（水）  
「世界遺産及び文化遺産の保護」 

“The Preservation and Protection of World Heritage and Cultural Heritage” 

Ⅰ．開会の辞             早川 徹 関西大学 法務研究科長 
Ⅱ．個別報告             座長 位田 隆一 同志社大学 特別客員教授 

（1）｢エジプト遺跡の保存への政治状況の変化の影響｣ 
吹田 浩 関西大学 文学部教授 

（2）“The Egyptian Laws Face the Encroachment on the Heritage of Egyptian Civilization” 
（「エジプト文明の遺産に対する侵奪とエジプト法」） 

Hany ABOEL-AZM（ハニ・アボエル－アズム）,General Director of the Foreign 
Missions Affairs & P. Committee,Ministry of Antiquities, Egypt 

Ⅲ．個別報告 
（1）「アフガニスタン・バーミヤン遺跡の破壊と保全」 

前田 耕作 和光大学 名誉教授,アフガニスタン文化研究所所長 
        コメント 

（1）小田 淑子  関西大学 文学部教授 
（2）井上  敏  桃山学院大学 経営学部准教授 

Ⅳ．特別コメントならびにパネルディスカッション 
特別コメンテーター 香西 茂 京都大学 名誉教授 

Ⅴ．閉会宣言                          早川 徹 関西大学 法務研究科長 

以 上 


